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概要　更年期以後の 婦人 は，種 々 な程度の 物 忘れを訴 え る．エ ス ト ロ ゲ ン が女性 の 記憶機能に 影響を与

える とい う報告がある．し か し ， 女性の 更年期に関連 して 年齢層別 に記憶検査を行 っ て ， 記憶力低下が

あるか ど うか を報告 した 文献 は な い ．本研究は，次の 二 つ を 主な 目的 と し た ．更年期及 び そ の 周辺婦人

に 関 して ，1）記憶力低下がある か ど うか．2）も し記憶力低下がある とす る と，そ れ は，卵巣か ら の エ

ス ト ロ ゲ ソ 分泌 が 減少す る 更年期開始の 年齢 層や エ ス ト ロ ゲ ソ 分泌 が消失す る閉経期 の 年齢層と 関係が

あ る か ど うか ，1），2）を明 らか に する た め に ，獨協医科大学越谷病院産婦人科外来受診中で か つ 通常 の

日常生活を送 っ て い る ，31〜65歳 の 婦人 200名に つ い て 三 宅式記銘力検査を 行 っ て 検討 した ，200名を 5

歳 ご とに年齢層 で 区分 し て ，A 〜G 群に分け た．　A 〜F 群は 各群30名で ，　G 群は 20名で あ っ た．各群 の 記

憶力 は
， 無関係対語 3 回 目の 正答数を代表値 と し て，分散分析後多重比 較し た ．

　A 群 （31〜35歳）と B 群 （36〜40歳）の 正答数 （平均 ± SD ）は，それぞ れ 8．0±2．0，8．2± 1．7で ，有

意差 は 認 め られな か っ た． こ の 両群 は，残 りの い ずれ の 群 よ りも高値 で あ っ た （p＜ O．Ol）．　 C 群（41− 45

歳）と D 群 （46〜50歳）の 正 答数は，それぞれ5．9± 2．1，5．6± 2．4で ，両群間 に 有意差は な か っ た ．E（51〜55

歳）， F （56〜60歳），
　 G （61〜65歳）の 各群 の 正答数 は，そ れ ぞれ4．5± 2．4，4．2± 2．2

，
3．3± 1．6で あ っ

た，C 群 は
，
　E 〜G の 各群 よ り有意 に 高 か っ た （p＜ 0。05），　D 群 は ，　 F，　 G の 両群 よ り有意 に 高 か っ た （p＜

0．05）．E 群 は G 群 よ り有意 に 高 か っ た （p ＜   ．01）．以上を ま とめ る と次 の よ うに な る．　 B 群 か ら C 群 に

移行す る と こ ろ で 記憶力低下 は 最大 で あ っ た ，更年期 に は
， C 群 と E 群 で 記憶力低下 が 認 め られた ．前

者は，血 中 エ ス ト ロ ゲ ン の 周期的変化 が 減少 な い し停止 して
， 更年期 が 開始す る 年齢層 に

一
致 して い た ．

後者は，閉経期の 年齢層 に
一

致し て い た．更年期以後 も緩徐 に 記憶 力低下 が 進行 した ．

Synopsis　This　 study 　 was 　 designed　to　 investigate　 memory 　 function　 in　 climacteric 　 and 　 peri−

climacteric 　 women 　 who 　 lived　 a 　 normal ，　 ordinary 　 life．　 Two 　 hundred　 women 　 treated　 at 　 the

gynecological　outpatient 　clinic 　 of 　Koshigaya 　Hospital　 were 　divided　into　 7　groups ： groups　A （31
〜35yr），　 B （36〜40yr），

　 C（41〜45yr），　 D （46〜50yr），　 E（51〜55yr），　 F（56〜60yr）and 　 G（61〜65yr）．　Each

group　consisted 　of　30　women 　except 　group 　G（n
；2e），　 The 　memory 　function　of　each 　group 　was

determined　and 　the　mean 　scores 　for　10　paired 　hard−associates 　after 　three　trials　of　presentation 　were

compared ．　 The　mean 　scores （± SD ）for　groups 　A 　and 　B 　were 　8．0± 2．Oand 　8．2± L7 ，　respectively ，

which 　were 　not 　statistically 　different．　 The　scores 　for　both　groups　were 　significantly 　higher　than

those　for　the　other 　groups （p＜0．01）．　 The　mean 　scores 　for　groups 　C　and 　D　were 　5．9± 2．1and 　5．6±

2．4，respectively ，　which 　were 　not 　statistically 　different．　 The 　 score 　for　group 　C　 was 　 significantly

higher　than 　those　for　groups 　E（4．5± 2．4），　F（4．2±2．2），　and 　G（3．3± 1．6）（p ＜ 0．G5）．　The 　score 　for
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group 　D 　was 　significantly 　higher　than 　those　for　groups 　F　and 　G（p く O．05）．　 The 　score 　for　group　E
was 　significantly 　higher　than 　that　for　group 　G（p＜ 0．01），　 The 　decrease　in　memory 　function　was 　the

greatest　in　group　C．　 In　the　climacterium
，
　memory 　impairment　was 　also　observed 　in　group 　E．　 The

fo  er　corresponds 　to　the　climacteric 　commencement 　age 　group 　where 　cyclic 　changes 　in　serum
estrogen 　levels　decrease　or 　cease ，　and 　the　latter　corresponds 　to　the　age 　group 　for　menopause ，

Memory 　impairment　progressed　gradually　in　postclimacteric　women ，

Key 　words ： Climacterium・Menopause ・Memory ・Word 　association 　test。Estrogen

　　　　　　　　　緒　 　言

　初老期 を迎 え た ヒ トの 主要 な 自覚症状の
一

つ で

ある物忘れ は，老化の 結果起 こ る と され て い る．

しか し， 老化 と総称 され る加 齢現象の 中で ，
ホ ル

モ ン 環境 の 変化 と い う要因は
，
ど の 程度物忘れ（記

憶力低下）に 関与し て い る の で あろ うか ，特 に 女

性の 場合，記憶力低下 が，更年期の 始ま りとされ

る血中 エ ス ト ロ ゲ ソ の 周 期的変化 の 消失 の 時期
1）

や 血 中 エ ス ト ロ ゲ ン 濃度 の 低下す る閉経 の 時期 と

は， どの よ うな関係に あ る の で あろ うか ．血 中 エ

ス ト 卩 ゲ ン の 周 期的変化が停止す る と ， 記憶 に重

要 な役割を果 た し て い る海馬 の 機能 が低下す る と

い うラ ッ トの 実験がある
2）．

一
方，ヒ トで は両側卵

巣を摘 出した婦人で は短期記憶が低下 す る と報告

され て い る
3）4）．我 々 は ， 早発閉経で ホ ル モ ン 補充

療法を 中断す る と
， 記銘力低下が生 じ る場合 もあ

る こ とを既に 報告 した
5》．さ ら に ，ホ ル モ ン 療法中

断後記銘力障害が生 じた早発閉経の 1症例 で ，
エ

ス ト ロ ゲ ソ 補充療法 を行 う こ と に よ り記銘力が 回

復 し た 症例 も報告 し た
6）．

　男女を
一
緒に した加齢 に よる記憶低下の 報告は

あるが ， 女性 の 更年期 及 びそ の 周 辺婦人に関 して ，

年齢層別 に 区分し て 記憶テ ス トを行 っ た 報告は 見

当た らない ．本研究 の 主 な 目的は次 の 二 つ で ある．

1）更年期及 びそ の 周辺婦人 に 記憶力低下 が存在

す る か ど うか
，

2） もし記憶力低下 が あ る と す る

と，それは 更年期開始 の 年齢層や閉経期 の 年齢層

とど の よ うな関係に ある の か．1），2）を 明 らか に

す るた め に ， 31〜65歳の 婦人 200名 に つ い て ， 三宅

式記銘力検査
7）S ｝

を行 っ て 検討 し た ．

　　　　　　　　 対 象 と方法

　1．対象は
， 獨協医科大学越谷病院産婦人科外来

を 受診 中の 31〜65歳 の 婦人 200名で ，31〜40歳は 正

常月経周期の 人 を選 んだ． い ずれ も社会的 ， 職業

的機能 に障害 を認め な い 者で ある．な お ， 次 の よ

うな婦人 は 除外 し た ，妊婦 ， 早発閉経 （手術で 両

側卵巣摘 出 した婦人 を含む），手術直前や直後 の

人 ， 抑 うつ 気分の 訴 え の あ る人 ， な どで あ る．日

本産科婦人科学会 の 定義に 従 っ て ， 正 常月経周期

日数は 25〜38日 とし， これを月経 正順 と し た ．希

発月経 と無月経は，月経不順 と し た ．対象は
，

5

歳ご と に 年齢層で 区分し て A 〜G 群 に 分けた ．A
〜F 群は 各群30名で

，
G 群は 20名で あ っ た ．年齢

（平均 ±SD ）は，　 A 群 （31〜35歳）；32．8± 1．6，　 B

君羊　（36〜40歳 ）　；37，6± 1．6，　C 君羊　（41〜45歳）　；

43．0± 1．3
，

D 群 （46〜50歳）；48．6± 1．3，
　 E 群

（51〜55歳）；52．6± 1．5，F 君羊（56〜60歳）；57．5±

L3 ，　 G 群 （61〜65歳）；62．4± 1．5，で あ っ た ．以

上 の 婦人 に ， 外来受診中に 無作為 に 対象を選 び，

検査 の 主 旨を説明 して協力 して 戴 い た．

　 2．三 宅式記銘力検査 の 内容 と方法

　三 宅式記銘力検査 は，有関係 と無関係の 対語そ

れ ぞれ 10対 で 構成 され て い る（表 1 ）． 1対ずつ 読

み 聞か せ て 記憶 させ ，10対 が終わ っ た ら対語 の
一

表 1　 三 宅式記銘力検査 に 用 い る 対語表 の 一例

有関係対語 無関係対語

た ば こ 一マ
ッ チ

　 空一
星

命 令
一

服 従

　汽車
一

電 車

　葬式一墓

　相撲一行司

　 家
一
庭

　心配
一

苦 労

　寿司一弁 当

　夕刊一号外

　 少年一
た た み

つ ぼみ
一

と ら

　 入 浴
一

財産

うさ ぎ
一

障子

　 水泳一銀行

　 地球一
問題

あ ら し
一
病院

　 特別
一

衝突

ガ ラ ス ー神社

停車場一真綿

原 著論文 7）
で は ，

こ の よ うな有 関係対語 と無関係対 語が ， そ

れ ぞれ 5組用 意 され て い る．現在 で は ，一部言葉の 組替 え

が 行わ れ て い る．こ れ は，我 々 が 検査 に 使 用 した 対語 表 の

一
例で あ る．
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方を検者が言 っ て 他方を被検者に 言わ せ る．有関

係対語 よ り開始する ．各組 の 間は 2 秒 くらい の 間

を置 い て読み ， 解答の制限時間は 1対 に つ き30秒

くらい で ある
8）． 1 回 目で 全部正 解の 場合は

，
2

，

3回 目 とも正答 とみ なす．
一

つ で も誤答が あ る場

合 に は
， もう一

度10対す べ て の 対語を聞か せ て ，

同 じ手続 きで 解答を得 る， 3 回 目ま で 施 行 し ， 約

10秒お い て 無関係対語 に移 る．全部正 解すれ ば正

答数は 10で ある．正常人 で は，有関係対語 の 3回

目に は 正答数 8 〜10
， 無関係対語で も 3 回 目 に は

7 以上 に な る とされ て い る
9）．統計的処理は

， 分散

分析後多重比較を行い ，Fisher　PLSD を用 い て ，

1 ％ と 5％ の 水準で有意差検定を行 っ た．

　　　　　　　　　成　　績

　1．有関係対語

　各群 の 有関係対語の 正答数 （平均 ± SD ）は ，表

2 に あげた ．A 群 と B 群 の 間に は
， 1 〜 3回 B の

平均 正 答数の い ずれ で も， 有意差 は 認め られ な

か っ た．

　 1） 1回 目の 平均正答数

　A 群 は ，51歳 以上 の 各 群 よ り有 意 に 高 か っ た

（p ＜ O．01）．B 群は ，41歳以上 の 各群 よ り有意 に 高

か っ た （C ， D 群 ：p 〈 0．05，　 E 〜G 群 ：p ＜ O．Ol）．
こ れ 以外の 各群 の 間に 有意差 は な か っ た．有意な

平均正 答数の 差 は ，最小 LO ，最大 L6 で あ り， 年

齢層に よ る差 は 小 さか っ た．

　 2） 2 回 目の 平均正答 数

　A 群 は E 群，G 群 よ り有 意 に 高 か っ た （p く

0．01）．B 群 は E 群 （p ＜ 0．Ol），　 F 群 （p 〈 O
〜
05），

G 群 （p ＜ 0．01）よ り有意 に 高か っ た ．C 群 は
，
　 E

群，G 群 よ り有意 に 高か っ た （p〈 0．05）．　 D 群 は
，

E 群，G 群よ り有意に 高か っ た （p ＜ 0．05）．有意

な平均正答数の 差 は
， 最小 0．5， 最 大0．8で あ り，

年齢層に よ る 差 は 極 め て 小 さ か っ た ．

　 3） 3回 目の 平均正 答数

　 A 〜F の 各群 の 間 に は 有意差は なか っ た ．A 〜D

の 各群 は
， G 群 よ り有意 に 高か っ た （p ＜ O．01）．

有意な平 均正答数の 差 は，最小0．4，最大 0．5で あ

り，年齢層に よる差は 極め て 小さか っ た．

　 2．無関係対語

　各群 の 無関係対語 の 正 答数 （平均 ± SD）は
， 表

3 に あげた ．A ，
　B 両群 の 間に は

， 1 〜 3回 目の 平

均正 答数で 有意差 は 認め られ な か っ た ．

　 1） 1 回 目の 平均正答数

　A 群 は ，C〜G の 各群 よ り有意に 高か っ た （p ＜

O．Ol），　 B 群 は ，　 C，　 D 群（p 〈 0．05），
　E 〜G 群 （p 〈

O．Ol）よ り有意 に高か っ た ．　 D 群 は G 群 よ り有意

に 高か っ た （p＜ 0．05）． こ れ 以外の 各群 の 間に 有

意差は なか っ た ．有意な平均正 答数の 差は ，最小

1．4
， 最大2．3で あ り，年齢層に よる差は 有関係対

語 に比 べ て 大 きか っ た．

　 2） 2 回 目の平均正答数

　 A ， B 両群 は ，
　C 〜G の 各群 よ り有意 に高か っ た

（p ＜ O．01）．C 群 は G 群 （p＜ O．Ol）よ り，
　 D 群 は

F 群 （p 〈 0，05）と G 群 （p〈 0．01）よ り，それぞ

れ 有意 に 高か っ た． これ以外 の 各群 の 間に 有意差

は な か っ た．有意な平均正答数の 差 は ，最 小2．1
，

最大4．0で あ り，1 回 目 よ り年齢層に よ る差 は さ ら

に 大 きくな っ た ．

　無関係対語 3 回 目 の 平均正答数で は ，各群 の 間

に有意差 が最 も多く出現 した ．さ ら に ， 年齢層に

よ る差 も最大で あ り，最 も鋭敏な指標 と考 え られ

た の で ，
こ れ に よ り各群の 記銘力 （記憶力）を比

較 し た ．項を 改め て 次 に 述べ る．

表 2　 有関係対語 の 正 答数 （平均 ± SD ） 表 3　無関係対語 の 正 答数 （平均 ± SD）

群 　 （年 齢 ） 1回 目 2 回 目 3 回 目 群 　 （年 齢 ） 1回 目 2 回 目 3回 目

A （31〜35）
B （36〜40）

C 　　（41− 45）

D （46〜50）

E （51〜55）

F （56〜6D）

G （61− 65）

8．7± 1．49
．0± 1．28
．O± 2．D7
，9± 1．67
，5士 1．97
，5± 2．07
，4±2．0

9．7± 0．59
．8± 0．49
，6± 0．79
，6± 0．89
．1± 1．29
．3± 1，09
．0± 上．7

9．9±0．3
10．0±0．29
．9± 0，39
．9±0．39
．7±0．69
．7± 0．69
．5±0，9

A （31〜35）
B （36〜40）

C　　（41〜45）

D （46〜50）
E （51〜55）

F （56−−60）
G （61− 65）

2．9± 2，32
，4± 1．71
，4± L61
．5± 1．61
．2± 1．41
，1±1．10
．6± O．7

6．2士 2．36
．2± 1，73
．8± 2，44
．1± 2．13
．2± 2，22
．8士 1．92
．2± 1．2

8，0±2．08
，2± 1．75
．9± 2．15
．6± 2．44
，5± 2．44
，2± 2．23
，3± 1．6
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霊

1

正

答

数

0
　 A 　 　　 　B　　 　 C
（31〜35｝　　　〔36〜40｝　　　〔41〜砺）

　 D
（46〜50〕

年齢層

　E　　　 F　　 G 　　群

（51〜55） 〔56〜60｝ 〔61〜65）（歳 〉

図 1　無関係対 語 3回 目の 正 答 数 （平均 ±SD ）

　3．無関係対語 3 回 目の 平均正 答数 に よ る各群

の 比較 （図 1 ）

　A
，
B 両群の 正答数 （平均 ± SD ）は

， そ れ ぞれ

8．0± 2．O， 82 ± 1．7で
，

ほ ぼ 同 じ値で あ り有意 差

は認め られ な か っ た ． こ の 両群 は，残 りの い ずれ

の 群 よ りも有意に 高値で あ っ た （p＜ 0．01）．C ，
　 D

両群 の 正答数は ， それ ぞれ 5．9± 2．1
，
5．6± 2．4で ，

両 群間に 有意差 は なか っ た．E 〜G 各群の 正 答数

は 4 ．5± 2．4，4。2± 2．2，　3．3± 1．6で あっ た ．C 群 は
，

E 群 （p＜ O．05），
F 群 （p 〈 0．01），

　 G 群 （p＜ O．Ol）

よ り有意に 高か っ た ．D 群は ，　 F 群 （p ＜ 0．05），

G 群 （p ＜ O．01）よ り有意 に高 か っ た．E 群は G 群

よ り有意 に 高か っ た （p 〈 0．01）．有意な平均正 答

数 の 差 は ， 最小 2．1， 最大4．9で あ り， 年齢 差が 最

も顕著に 現わ れた 。F，　 G 両群 の 間に 有意差は な

か っ た．A ，
　B 両群 よ り有意 に低値で あ っ た C 〜G

の 各群 の うち ，

一
つ 前 の 年齢 層よ り有意 に低 か っ

た の は C 群 の み で あ っ た ．つ ま り，
一

つ 前の 年齢

層 と比較 し た 場合，記憶力の 低下 は C 群で 最大 で

あ り，平均正答数の 差は 2．3で あ っ た ．D 〜G の 各

群は ，それぞれ の
一つ 前 の 年齢層 と は 有意差は な

く，
二 つ 前 の 年齢層 に 比 べ て 有意 に 低か っ た． こ

の こ とは ，30歳代 の 前半と後半 と で は記億力 に 差

は な い が
，

40歳代前半 の 年齢層で は 有意な記憶力

の 低下が 出現 した こ とを意味 して い る．50歳代前

半の年齢層で は
， 低 下の 程度が増 し

， そ の 後 も緩

徐 に記憶力低 下が進行 した ．

　4，教育年数で コ ン ト ロ ール した場合

　教育年数 と正答数 との 相関を もとめ た ．有 関係

対語 の 1 回 目，
2 回 目，

3 回 目，無関係対語 の 1

回 目 ，
2 回 目， 3 回 目の 相関係数 r は ，それ ぞれ

0．407，0．368， 0．261， 0．330， 0．467， 0．526で あ っ

た． い ず れ も有意 （p く O．OOI）で は あるが低 い 相

関で あ っ た ． こ れ らの うち最 も高い相 関関係を示

し た の は 無関係対語 3回 目 （r ＝ 0．526）で あ っ た の

で ， こ の 正答数を教育年 数で コ ン ト P 一
ル し て

，

各群を比較 した．各群を 高卒以上 （教育年数 12年

以上） とそれ 以下 （教育年数 11年以下） と に 分け

た ． こ こ で ，各種専門学校で の 修学年数は 教育年

数に含 め た．高卒 以上は ，A 群 30名，　 B 群 29名，

C 群 19名，D 群 23名，　 E 群 17名 ，
　F 群 16名 ，

　 G 群 2

名の 合 計136名で あ り， 分散 分析は 有意 で あ っ た

（p ＝0．0001）．教 育年 数 11年 以下 は
， 合計64名 で

あ っ た が，分 散 分 析 は 有 意 で は な か っ た （p＝

0．0904）．したが っ て ， 教育年数12年以上 で 各群を

比較 した （G 群 の 2 名は 統計処理 に よ り除 い た ）．

　 A ，B 両群 の 正答数 （平均± SD ）は ，それぞれ

8．0± 2．e， 82 ± 1．7で あ り， 有意差 は認 め られ な

か っ た ． こ の 両群 は ，残 りの い ずれ の 群 よ りも有

意に 高値で あ っ た （A 群 vs ．　C 群は p ＜ 0．05，
こ れ
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表 4　 各群の 月経の 状態

群 　 （年齢） 　 正 順 　不 順 　閉 経 　不 明

ABCDEFG（31− 35）　30（100）　　 D（0）　　 O（0）　 　　　 0

（36− 40）　　30（10 ）　　　0（0）　　　　　O（0）　　　　　　　0

（41〜45）　　21（77．8）　　　6（22．2）　　　0（O）　　　　　　　3

（46− 5 ）　　12（42．9）　　12（42．9）　　4（14．3）　　　　　2

（51− 55）　　　0（0）　　　　　8（27，6）　　21（72．4）　　　　　1

（56〜60）　　0（0）　　　　　1（3，3）　　29（96．7）　　　　 

（61− 65）　　0（0）　　　　　0（0）　　　　20（100）　　　　　　0

数字は 人 数を 表わ して い る．（ ）は不 明を 除い た ％ を 示 し

て い る．

以外は す べ て p＜ 0．01）．C 〜E の 各群 の 正答数は
，

そ れぞれ 6．4± 2．3，6．0± 2．4，5．2± 2．7で あ り，

こ れ らの 間 に 有意 差 は なか っ た ．C 群 は，　 F 群

（4．8± 2．5） よ り有意に 高か っ た （p＜ 0．05）．

　4．各群 の 月経 の 正順 ， 不 順 と閉経

　各群 の 月経の 状態に つ い て は，表 4に ま とめ た ．

A ， B 両群で は
， 全例が正 常周期で 月経は 規則的で

あ っ た ．C 群 は77．8％が 月経正 順で ，22．2％が不順

で あ っ た．年齢層が進む に つ れ て 不 順 の 割合が増

加 し
，
D 群で は 正順 と不 順 の 割合が ともに 42．9％

で 同 じ値で あ っ た ．E 群で は
， 72．4％が閉経 して お

り， 残 り27．6％は 不 順 で あ っ た ．56歳以上 の 群で

は 1例を除 い てす べ て 閉経 して い た ．

　　　　　　　　　考 　　察

　A，B 両群 の 無関係対語 3回 目の 平均正 答数は，

今 ま で に 報告され た正 常老 の 平均正 答数
8）
よ りや

や低値で あっ た が
， そ の 差は 0．5〜1．0の 間で あ っ

た ． こ の 記銘力 検査に 用い られ て い る言葉の 中に

は現在の 若 い 世代 に と っ て馴染み の な い もの もあ

り， 時代背景を考 える と過去 の正常者の 平均 とほ

ぼ同じか 又 は そ れ に近 い と考え て よい で あろ う．

C 群で VX　A
，
　 B 両群 よ り有意 な記銘力低下が認め

られ，E 群で は C 群 よ りさ らに 低下 した ．こ の こ

とは
， 女性で は

，
40歳代前半か ら記億力低下が始

ま り，50歳代前半で は さらに そ の 程度が増す こ と

を意味 し て い る．前者は ， 更年期開始 の 年齢層
1）1°）

に
一致 し て お り ， 後者 は

， 大部分 の 女性 が閉経し

て ，卵巣 か らの エ ス ト ロ ゲ ソ 分 泌 が消失す る年齢

層に
一致 して い た ．梯沼

11 ）が報告 し た 更年期婦人

の 「物忘れ が多 い 」 とい う訴え の 頻度は
，
40歳代

前半 は 30歳代 と変わ らず低 い が，40歳代後半 よ り

50歳代後半に か けて直線的 に 増加 し て い る．調査

対象が異 なる の で 年齢層だ け で 我 々 の 結果 と比較

す る の は 難し い が， こ れ ら の 事実は ， 物忘れ を 自

覚す る以前か ら既に 物忘れが 始ま っ て い る こ とを

示唆 し て い る の で は な か ろ うか ．そ の こ とは ，記

銘力検査 な どを実施す る こ とに よ り， 初め て 明 ら

か に なる の で は な い か と思わ れ る ．C 群 （41〜45

歳）で は ，77．8％が 月経は 正順で あ っ た．し か し

40歳代 で は
， 月経周期が 規則的 で あ っ て も， 月経

周期 中間期 の エ ス ト ロ ゲ ン
・ピーク は 認め られ な

い とい う
1）．＝ ス F ロ ゲ ソ が記憶 に 影響を 及ぼ す

こ とは，緒言で 述 べ た が，こ れ 以外に も次 の よ う

な こ とが報告され て い る ．記噫や学習に と っ て 最

も関係 の 深 い 神経伝達物質は
，

ア セ チ ル コ リン

（Ach ）で あ る
12）13 ）． エ ス ト ロ ゲ ン は ，こ の Ach の

合 成酵素で ある コ リ ン ・ア セ チ ル ト ラ ン ス フ ェ

ラ
ーゼ （CAT ）の 活性や合成を促進 させ る

14 ）”’16 ｝
だ

けで な く， ニ コ チ ン 性 Ach レ セ プ タ ーの binding

site も増加 させ る
17｝． こ れ らの エ ス ト ロ ゲ ソ と記

憶 と の 関係を報告 し た 文献を考慮 に 入れる と，更

年期 の 記憶低下 の 原因 とされ る加齢 （老化）現象

に は ，更年期開始 と閉経 の 時期 の 血 中 エ ス ト ロ ゲ

ソ濃度の 低下が関与 し て い る可能性を示唆す る も

の と思わ れ る ．し か し
， 我 々 の デ ー

タ は
， 記億低

下 と血中 エ ス ト 卩 ゲ ソ 濃度の 変化 との 直接的 な関

係を 証明したわ け で は な く， 記憶低下 の 時期が，

血 中 エ ス ト P ゲ ソ 濃度 の 低下す る 時期 （年齢層）

に
一致 した こ とを証明 した だ け で ある． こ の 間の

ホ ル モ ン 環境以外の 加齢 （老化） の 影響 も考慮 に

入れ な くて は な らな い ．

　 教育年数 と正答数 と の 間 に有意で は あ るが低 い

正 の 相関関係が認め られ た ．高齢 に な る ほ ど教 育

年数が低 くな る の は ， 我が国 の 歴 史的 ， 社会的事

情に よ る もの で 仕方 の な い こ とで あ る．し た が っ

て ，こ の 相関が純粋 に教育年 数だ けを反映 して い

る とは 考 え難 い ．高齢に な る ほ ど， 正答数は 一般

に 少な くな り ， 教育年数も低 くな る か らで ある ．

し か し，高卒以上 の 教育年数で コ ソ ト ロ
ー

ル した

場合 ， C 群 の 記 憶力低下 は ， 教育年数で コ ン ト ロ ー

ル し ない 時 と 同じ よ うに 出現 し た が，E 群 の 記憶

力低下 の 進行は
， 5歳遅 れ て F 群 に な っ て 出現 し
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た ．

　健常者の 加齢 に 伴 う記憶の 変化に 関す る 実験的

研究 に よる討論 は
，
ほ ぼ一

貫し て い る と い う
’8）

，
こ

れ に よ る と，感覚記憶 な らび に 記憶 ス パ ン な ど の

受動的な短期記憶課題 で は ， 年齢 に よる差は有意

で ある が
， きわ め て 小 さ い ．し か し

， 同 じ短期記

憶課題 の カ テ ゴ リ
ー

の 中で も， 記憶 させ た 単語 の

リ ス トを ア ル フ ァ ベ ヅ ト順に 並 び変 え て報 告 させ

る よ うな積極 的な操作を必要 とす る作動記憶課題

に な る と ， 若年者に 比較 して 顕 著 な年齢的低下 が

認め られる とい う．三 宅式記銘力検査 は，短期記

憶を検査す る 方法で あ る．有関係対語は受動的な

短期記憶課題 に 相 当し
，

一部 の 群 の 間 で 有意な 年

齢差が 認 め られた が，そ の 程 度 は ぎわ め て 小 さ

か っ た．無関係対語は作動記憶課題に 対応 し て お

り，年齢層別 に 明 らか な記憶力低下が観察され た．

女性 の 更年期に 関連し て
， 年齢層別 に 記憶力検査

を行 っ た 報告は 文献検索上 は み つ か らず，我 々 の

報告 は新 し い もの と思わ れ る．

　以上 の こ とよ り， 緒言 で 述べ た 本研究 の 目的 1），

2）に つ い て 明らか に し た ．要約す る と次の よ うに

なる ．1）女性の 記憶力の低 下 は，加 齢に よ っ て 段

階的 に 進行する も の で は な い ．2）更年期 開始 の 年

齢層 で 記憶力は 著明に低下 す る．3）閉経期及び そ

の 周辺 の 年齢層で も明 らか な記憶力低下 が出現す

る．4）以上 の 事実 か ら， 更年期の 記憶力低下 に は
，

卵巣 か ら分泌 され る血 中エ ス ト ロ ゲ ン の 動態 の 変

化が 関与 し て い る可能性が示唆され た 。

　 エ ス ト 卩 ゲ ン と記憶 との 直接的な関係を証明 す

る に は ， 今後 ， 多く の 基礎的 ， 臨床的研究が必要

で あ る．エ ス ト ロ ゲ ン と記憶又 は 脳機能と の 関係

に つ い て は ， これか ら の産婦人 科医が関心 を もつ

ぺ ぎ重要か つ 興味ある課題 だ と思わ れる．

　本研究 の
一

部 は 文部 省科学研 究 費補助 金 に よ っ た．
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